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進め方

題　名　わたしたちが作る日本語教室　（90分）
ねらい　外国から来た友達と早く仲良くなるために、覚えてほしい日本語「あったか言葉」、覚えてほ

しくない日本語「ちくちく言葉」を選択することができる。
選択した日本語を自分たちの生活の中で使っているかどうかをふり返り、積極的に「あったか
言葉」を使おうとする気持ちを育てる。

ス
テ
ッ
プ
2（
２
・
３
時
限
）の
進
め
方

内容 時間（分） 進行上のポイント

１　前時のふり返りと本時の活動の確認

２　「ちくちく言葉」集め
（1）外国から来た友達が、早く仲良しにな

るためには、覚えてほしくない日本語
「ちくちく言葉」を考える。

（2）グループごとに、言葉カードの仲間分
けをする。

（3）「ちくちく言葉」ランキングをグループ
で話し合いながら作る。

（4）それぞれのグループのランキングを発
表する。

（5）ランキングを見て気づいたことを話し
合う。

３　「あったか言葉」集め
（1）仲良しになるために覚えてほしい日本

語「あったか言葉」を考える。
（2）グループごとに、言葉カードの仲間分

けをする。
（3）「あったか言葉」ランキングをグループ

で話し合いながら作る。
（4）それぞれのグループのランキングを発

表する。
（5）ランキングを見て気づいたことを話し

合う。

４　自分たちの生活のふり返り
（1）自分たちが作った「あったか言葉」及

び「ちくちく言葉」ランキングの言葉
の使用頻度を考える。

（2）（1）と自分たちの生活を比べて、気づ
いたことを話し合う。

５　本日のまとめをする
（1）今日の学習を通して、気づいたこと・

考えたことをワークシートにまとめる。

○前時の内容を簡単にふり返り、本時のめあて
を確認するとともに、意欲を喚起する。
○相手意識をもてるように、前時に紹介した外
国から来た子どもたちの写真を提示しておく。

○自分が外国に行った場合を想定したり、休み
時間の様子を思い出したりして、具体的に考
えられるようにする。
○思いつく言葉を付箋１枚に一言ずつ、次々書
いていくようにする。
○同じ言葉のカードは重ねておく。
○友達は、どんな言葉を思いついていたのか、自
分の言葉と比べながら確認できるようにする。
○賛成意見の数の多さだけでなく、なぜ選んだ
のか理由を確認することで、言葉の役割につ
いて気づくことができるようにする。
○ランキングに入った言葉には、どんな共通点
があるか考えたり、どんなときに使う言葉か
を分類したりして、考えをまとめられるよう
に支援する。
※理由を明確にして、「ちくちく言葉」ランキ
ングを作ることができたか。

○「ちくちく言葉」と同じように、付箋に言葉
を書き出していく。
○「ちくちく言葉」を書き出した時と言葉の出
方を比較してみる。
○「ちくちく言葉」と同じように、理由を明確
にしてランキングを作っていく。
○ランキングに入った言葉には、どんな共通点
があるか考えたり、どんなときに使う言葉か
を分類したりして、考えをまとめられるよう
に支援する。
※理由を明確にして、「あったか言葉」ランキ
ングを作ることができたか。

○最近話したり聞いたりした言葉にシールを貼
らせ、日常生活での使用頻度を視覚的にとら
えやすくする。

○普段「あったか言葉」をあまり使っていなかっ
たり、「ちくちく言葉」を使っていたりして
いることに気づく。
○積極的に「あったか言葉」を使おうとしてい
る子どもの気持ちを発表させる。
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準備物　外国から来た子どもたちの写真、言葉カード（付箋）、ワークシート、シール

オリジナル日本語教室を作ろう。
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進め方

題　名　言葉のもつ魔力～あなたの言葉は宝石？それとも…？（45分）
※第４時はシチュエーション①②③（資料2ロールプレイ台本P.33掲載）のための言葉集めをする。

ねらい　様々なシチュエーションによる言葉のランキングをしたり、その言葉を使ったロールプレイを
したりして、相手とよい関係を築くための言葉やその影響力について考える。

準備物　ランキングのカード（シチュエーションごとに各９枚）
　　　　ロールプレイ台本 （資料2、P.33に掲載）

ス
テ
ッ
プ
３（
５
時
限
）の
進
め
方

内容 時間（分） 進行上のポイント

１　本時の学習の見通しをもつ。
（1）前時のふり返り
（2）本時のめあての確認

言葉のもつ力について考えよう。

２　いくつかの言葉を嬉しい言葉順にランキン
グする。

（1）グループごとの活動
シチュエーション①
友達を遊びにさそって断られたとき
シチュエーション②
お互いの不注意で相手とぶつかったとき
シチュエーション③
休み時間にサッカーをしていて、決定的な
チャンスにシュートをはずしてしまったとき

（2）各グループの発表

（3）嬉しい言葉、嬉しくない言葉の共通点
を話し合う。

３　最上位と最下位の言葉でロールプレイをす
る。

（1）シチュエーションごとのロールプレイ
（2）演じた人、聞いていた人の感想

４　本時のまとめをする。
（1）今日の授業の感想
（2）自分が使っている言葉のふり返り

○ステップ２で考えた「あったか言葉」「ちく
ちく言葉」とその理由を確認する。
○本時は、上記の言葉の中から、同じ意味であっ
ても、言い方の違いで相手の受け止め方がど
う変わるかを考えていくことを話す。

○ランキングの語群は前時に集めた言葉を用いる。

○単にランキングにするだけでなく、なぜそう
したのかをグループ内で話し合うようにす
る。
○早くできたグループは、語群の他にも言葉が
ないかを考えさせる。

○他のグループからも質問や意見があれば適宜
意見交換を行う。
○話し合いでは、各自自分の考えをまとめ、次
にグループ内で話し合い、全体での意見交換
につなげる。

○最上位の言葉と最下位の言葉を使ってロール
プレイを行い、それぞれの言葉を言われたと
きにどう感じるかを体験させる。
○言葉集めをしたときの台本を用いる。

○本時の学習を通して感じたことを自由に発表
させる。
○前時（または事前）の言葉集めの結果から、
学級内の児童の実態をグラフ化させるなどし
て、ふり返られるようにする。
※言葉の影響力について考え、理解できたか。                        
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進め方

題　名　わたしたちが作る日本語教室　（90分）
ねらい　外国から来た友達と早く仲良くなるために、覚えてほしい日本語「あったか言葉」、覚えてほ

しくない日本語「ちくちく言葉」を選択することができる。
選択した日本語を自分たちの生活の中で使っているかどうかをふり返り、積極的に「あったか
言葉」を使おうとする気持ちを育てる。

ス
テ
ッ
プ
2（
２
・
３
時
限
）の
進
め
方

内容 時間（分） 進行上のポイント

１　前時のふり返りと本時の活動の確認

２　「ちくちく言葉」集め
（1）外国から来た友達が、早く仲良しにな

るためには、覚えてほしくない日本語
「ちくちく言葉」を考える。

（2）グループごとに、言葉カードの仲間分
けをする。

（3）「ちくちく言葉」ランキングをグループ
で話し合いながら作る。

（4）それぞれのグループのランキングを発
表する。

（5）ランキングを見て気づいたことを話し
合う。

３　「あったか言葉」集め
（1）仲良しになるために覚えてほしい日本

語「あったか言葉」を考える。
（2）グループごとに、言葉カードの仲間分

けをする。
（3）「あったか言葉」ランキングをグループ

で話し合いながら作る。
（4）それぞれのグループのランキングを発

表する。
（5）ランキングを見て気づいたことを話し

合う。

４　自分たちの生活のふり返り
（1）自分たちが作った「あったか言葉」及

び「ちくちく言葉」ランキングの言葉
の使用頻度を考える。

（2）（1）と自分たちの生活を比べて、気づ
いたことを話し合う。

５　本日のまとめをする
（1）今日の学習を通して、気づいたこと・

考えたことをワークシートにまとめる。

○前時の内容を簡単にふり返り、本時のめあて
を確認するとともに、意欲を喚起する。
○相手意識をもてるように、前時に紹介した外
国から来た子どもたちの写真を提示しておく。

○自分が外国に行った場合を想定したり、休み
時間の様子を思い出したりして、具体的に考
えられるようにする。
○思いつく言葉を付箋１枚に一言ずつ、次々書
いていくようにする。
○同じ言葉のカードは重ねておく。
○友達は、どんな言葉を思いついていたのか、自
分の言葉と比べながら確認できるようにする。
○賛成意見の数の多さだけでなく、なぜ選んだ
のか理由を確認することで、言葉の役割につ
いて気づくことができるようにする。
○ランキングに入った言葉には、どんな共通点
があるか考えたり、どんなときに使う言葉か
を分類したりして、考えをまとめられるよう
に支援する。
※理由を明確にして、「ちくちく言葉」ランキ
ングを作ることができたか。

○「ちくちく言葉」と同じように、付箋に言葉
を書き出していく。
○「ちくちく言葉」を書き出した時と言葉の出
方を比較してみる。
○「ちくちく言葉」と同じように、理由を明確
にしてランキングを作っていく。
○ランキングに入った言葉には、どんな共通点
があるか考えたり、どんなときに使う言葉か
を分類したりして、考えをまとめられるよう
に支援する。
※理由を明確にして、「あったか言葉」ランキ
ングを作ることができたか。

○最近話したり聞いたりした言葉にシールを貼
らせ、日常生活での使用頻度を視覚的にとら
えやすくする。

○普段「あったか言葉」をあまり使っていなかっ
たり、「ちくちく言葉」を使っていたりして
いることに気づく。
○積極的に「あったか言葉」を使おうとしてい
る子どもの気持ちを発表させる。
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準備物　外国から来た子どもたちの写真、言葉カード（付箋）、ワークシート、シール

オリジナル日本語教室を作ろう。
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進め方

題　名　言葉のもつ魔力～あなたの言葉は宝石？それとも…？（45分）
※第４時はシチュエーション①②③（資料2ロールプレイ台本P.33掲載）のための言葉集めをする。

ねらい　様々なシチュエーションによる言葉のランキングをしたり、その言葉を使ったロールプレイを
したりして、相手とよい関係を築くための言葉やその影響力について考える。

準備物　ランキングのカード（シチュエーションごとに各９枚）
　　　　ロールプレイ台本 （資料2、P.33に掲載）

ス
テ
ッ
プ
３（
５
時
限
）の
進
め
方

内容 時間（分） 進行上のポイント

１　本時の学習の見通しをもつ。
（1）前時のふり返り
（2）本時のめあての確認

言葉のもつ力について考えよう。

２　いくつかの言葉を嬉しい言葉順にランキン
グする。

（1）グループごとの活動
シチュエーション①
友達を遊びにさそって断られたとき
シチュエーション②
お互いの不注意で相手とぶつかったとき
シチュエーション③
休み時間にサッカーをしていて、決定的な
チャンスにシュートをはずしてしまったとき

（2）各グループの発表

（3）嬉しい言葉、嬉しくない言葉の共通点
を話し合う。

３　最上位と最下位の言葉でロールプレイをす
る。

（1）シチュエーションごとのロールプレイ
（2）演じた人、聞いていた人の感想

４　本時のまとめをする。
（1）今日の授業の感想
（2）自分が使っている言葉のふり返り

○ステップ２で考えた「あったか言葉」「ちく
ちく言葉」とその理由を確認する。
○本時は、上記の言葉の中から、同じ意味であっ
ても、言い方の違いで相手の受け止め方がど
う変わるかを考えていくことを話す。

○ランキングの語群は前時に集めた言葉を用いる。

○単にランキングにするだけでなく、なぜそう
したのかをグループ内で話し合うようにす
る。
○早くできたグループは、語群の他にも言葉が
ないかを考えさせる。

○他のグループからも質問や意見があれば適宜
意見交換を行う。
○話し合いでは、各自自分の考えをまとめ、次
にグループ内で話し合い、全体での意見交換
につなげる。

○最上位の言葉と最下位の言葉を使ってロール
プレイを行い、それぞれの言葉を言われたと
きにどう感じるかを体験させる。
○言葉集めをしたときの台本を用いる。

○本時の学習を通して感じたことを自由に発表
させる。
○前時（または事前）の言葉集めの結果から、
学級内の児童の実態をグラフ化させるなどし
て、ふり返られるようにする。
※言葉の影響力について考え、理解できたか。                        
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